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医療的ケア児の実態把握のあり方及び医療的ケア児等コーディネーターの効果的な配置等に関する調査研究

（実施事業者：PwCコンサルティング合同会社）

事例集

～「医療的ケア児支援センター」やその機能の一部を

担いうる専門人材の配置等に係る自治体の取組について～



【留意事項】
本事例集は、令和３年７月から令和４年１月にかけて実施したヒアリング調査の結果等に基づいて作成しています。「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が
施行されたのは令和３年９月18日であり、各事例（各自治体）の取組内容は必ずしも同法に沿ったものとは限らないことを予めご了承ください。
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岐阜県：県内４か所に医ケア児支援の拠点を設置。看護師資格保有者が医ケア児家族や支援者を支援

○ 重症心身障がい在宅支援センター「みらい」を運営

○ センターは、「サテライト」を含めて県内に４箇所設置し、全県的に支援へのアクセスを確保

○ 医療的ケア児家族への相談対応や、地域の支援者の支援、人材育成等を実施

○ 看護師資格保有者が相談員として対応

自治体の概況

総人口 （令和３年４月１日時点） 約197万人

18歳未満人口 （令和2年7月1日時点） 約30万人

医療的ケア児数 （令和元年６月時点） 187人

医療的ケア児等コーディネーター配置人数 1人

特徴

体制 概要

本部
（岐阜圏域）

サテライト
（飛騨圏域）

サテライト
（中濃圏域）

サテライト
（東濃圏域）

重症心身障がい在宅支援センター「みらい」

活動開始年度 平成27年度

組織・機関の運営主体 岐阜県看護協会

活動拠点 本部１か所・サテライト３か所
（県内５圏域のうち４圏域について各１か所）

活動人数 相談員４名
（１拠点につき１名）

１年あたりの支援件数 約200件

主な役割 • 個別の相談事例への対応
• 家族支援
• 支援者向けの支援
• 人材育成
• 医療機関との連携 等

組織・機関の特徴 看護師資格保有者が相談に応じており、医療
の知識・経験も活かしつつ対応

※本資料は、令和３年７月に実施したヒアリング調査結果等に基づいて作成しています1



岐阜県：県内４か所に医ケア児支援の拠点を設置。看護師資格保有者が医ケア児家族や支援者を支援

主な活動

○ 医療的ケア児家族からの相談にワンストップで対応できる窓口を確保

○ 支援者を支援する「間接支援」機能を発揮

○ 専門性が問われる事例についても対応が充実

○ 医療的ケア児家族間の交流の促進

○ センターの活動に関する県民向け広報の充実

○ 現在活躍しているコーディネーターの「後進」にあたる人材の育成

○ コロナ禍に伴って対面での支援活動が制限されていること 等

○ 関係部署との連携を通じて、通園や小・中・高校への通学の支援を充実

○ 医療的ケア児家族から要望の強い「医療型短期入所事業所」について補助
事業の実施等を通じて施設整備を推進

○ 岐阜大学医学部に設置している小児在宅医療教育支援センターと連携した
成人期への移行にかかる支援の充実

■個別の相談事例への対応

• 医療的ケア児家族からの電話相談に対応

• 時にはご自宅に赴いて相談に応じる場合もある

■家族支援

• 圏域単位の家族交流会の開催

• 医ケア児家族向けの機関誌の発行 等

■医療機関との連携

• 退院時のカンファレンスへの出席

• 障害児の受診時に同席して医師の説明を聞き、その内容を訪問看護サービス事業所に
情報提供 等

■支援者向けの支援

• サービス事業所、医療機関、訪問看護ステーション等からの相談にも対応

• 相談内容（例）

「本人の成長に伴ってどのようなサービスを提供するのがいいか」

「家族による医療的ケアが難しい場合の対応について」 等

■人材育成

• 多職種研修の実施

 平成29年度以降毎年開催し、各回約70～90名が受講

 障害児支援に係る事例検討会を併せて実施

 テーマは「障害児の在宅支援の質の向上」を基本に各回ごとに設定

活動に係る課題

活動の成果

自治体における今後の施策展開方針

※本資料は、令和３年７月に実施したヒアリング調査結果等に基づいて作成しています2



岐阜県 （参考）重症心身障がい在宅支援センター「みらい」 広報用リーフレット
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香川県：医療的ケア児等支援センターを開設してワンストップ窓口を確保。「支援者」への支援も充実

○ 香川県医療的ケア児等支援センター「ソダテル」を開設

○ 主な役割は「相談支援体制の構築」「支援者の養成・人材育成」「関係機関等との体制の構築」

○ 市町を含む支援者の支援や関係者間の連携構築に力を発揮している

自治体の概況

総人口 （令和３年４月１日時点） 約95万人

18歳未満人口 不明

医療的ケア児数 （令和２年３月時点） 160人

医療的ケア児等コーディネーター配置人数 1人

特徴

体制 概要

医療的ケア児等支援センター「ソダテル」

活動開始年度 令和３年度

組織・機関の運営主体 一般社団法人 在宅療養ネットワーク

活動拠点 １か所

活動人数 センター長 １名 相談員 2名
相談支援専門員 1名 事務員 1名

支援件数 約７１件
（令和３年４月から令和4年1月末までに新規で受け
付けた相談件数）

主な役割 • 医療的ケア児・者やその家族、支援者の相談対
応

• 支援者の養成、人材育成
• 関係機関との連携促進、支援体制の構築 等

組織・機関の特徴 現在は市町村と協働して事例対応。将来的には市
町村の「バックアップ」への特化を目指す

市町

医療機関

保育所
幼稚園

小・中学校
特別支援学校

サービス
事業所

医療的ケア児・家族

香川県医療的ケア児等支援センター「ソダテル」

【医療的ケア児・者、家族、支援者の相談対応】
• 医療的ケア児・家族、支援者向けの相談対応
• 好事例や社会資源の情報収集・提供
• 必要な資源やサービス、適切な支援者の紹介
• 個別事例対応にあたっての助言、協働 等

【支援者の養成・人材育成】
• 支援者養成研修
• コーディネーター養成研修
• フォローアップ 等

医療的ケア児等コーディネーター

支
援

フォロー

訪問看護
相談支援
事業所

教育

医療 福祉

【地域づくりや支援体制の構築】
• 広報、啓発活動
• 関係機関との連携
• 市町の要望に応じた「協議の

場」への出席 等

※本資料は、令和３年10月に実施したヒアリング調査結果等に基づいて作成しています4



香川県：医療的ケア児等支援センターを開設してワンストップ窓口を確保。「支援者」への支援も充実

主な活動

○ 相談対応のワンストップ窓口を確保

○ 支援者が自身も支援を受けながら医療的ケア児家族を支援する体制の確保

○ 情報配信サービス「ソダテルねっと」の配信を開始した結果、医療的ケア児・
者やその家族、支援者に向けて、随時の情報提供が可能となった

活動の成果

○ 支援者の地域的な偏在の解消

例）過疎地や島しょ部では医療的ケア児等コーディネーターが少ない 等

○ 地域の特性に応じた支援体制づくり

○ センターによる支援の質の維持・向上のための人材育成

○ 医療機関等に対するセンターの認知度向上

○ 多職種、他機関連携のさらなる推進

• コーディネーターのフォローアップ、バックアップ

○ 県内のどの地域でも医療的ケア児・者が生活しやすい体制づくり

• 地域によって医療的ケア児や支援者、事業所の分布に違いが大きい。圏
域や市町の「協議の場」にコーディネーター等が出席、助言して、支援の
質の平準化を図る。

〇 成人後の居場所の確保の必要性に向けた将来的な検討

活動に係る課題

■医療的ケア児・者やその家族、支援者の相談対応

• 県内の医療的ケア児・者やその家族、支援者からの相談に対応

 相談受付はホームページのメールフォームや電話による

 受け付け後は、相談者の希望に合わせて、メールや電話、センターへの来訪、家庭訪
問、WEB会議等で対応

• 個別事例への助言、ケース会への参加、個別事例に同行しての支援

• 関係機関や連携先、支援者の紹介

• 好事例や社会資源の情報収集・提供

 情報配信サービス「ソダテルねっと」にて登録者へ月1回程度情報配信

■支援者の養成、人材育成

• 医療的ケア児等コーディネーター養成研修の実施

 令和３年度は１回開催（36名修了）

• 医療的ケア児等支援者養成研修の実施

 令和３年度は１回開催（２１名修了）

• フォローアップ研修の実施

 令和３年度はオンデマンド配信を行い７５名が視聴

 講師：医療型短期入所施設「かがやきキャンプ」施設長

 テーマ：「療育者に知ってほしい発達の仕組みと日々のかかわり」

■関係機関との連携促進、支援体制の構築

• 医療的ケア児等支援に関する講演会の開催（令和4年６月頃に開催予定）

• 県や障害福祉圏域の自立支援協議会等「協議の場」への出席、助言指導

自治体における今後の施策展開方針

※本資料は、令和３年10月に実施したヒアリング調査結果等に基づいて作成しています5



香川県 （参考①）医療的ケア児等支援センター「ソダテル」 広報用リーフレット
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香川県 （参考②）情報配信サービス「ソダテルねっと」 広報用リーフレット（抜粋）
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長野県：コーディネーターを支援する「スーパーバイザー」を配置し重層的支援体制を構築

○ 「医療的ケア児等支援スーパーバイザー」を配置

○ スーパーバイザーが医療的ケア児等コーディネーター等支援者を支える重層的な支援体制

○ スーパーバイザーを医師と患者家族が務めることで多様な支援ニーズに対応

自治体の概況

総人口 （令和３年４月１日時点） 約202万人

18歳未満人口 （令和３年４月１日時点） 約30万人

医療的ケア児数 （令和元年４月時点） 508人

医療的ケア児等コーディネーター配置人数 ２人

特徴

体制 概要

医療的ケア児等支援スーパーバイザー

活動開始年度 平成３０年度

組織・機関の運営主体 長野県

活動拠点 県本庁

活動人数 ２名 （患者家族および小児科医師）

１年あたりの支援件数 約20件

主な役割 • 各圏域のコーディネーターのバックアップ
• 人材育成
• 各圏域の関係者等のコーディネート
• 圏域間の情報共有の促進
• 協議の場への参加 等

組織・機関の特徴 ２名のスーパーバイザーは、医師と患者家族とい
うそれぞれの経験や知識を活かして役割分担し
ながら活動している

自立支援協議会

長野県

協議の場

医療的ケア児等支援スーパーバイザー

医療的ケア児等コーディネーター（リーダー）

圏域（10か所）

市町村
医療的ケア児等コーディネーター
相談支援専門員 等

一部参加

支援

支援

※本資料は、令和３年10月に実施したヒアリング調査結果等に基づいて作成しています8



長野県：コーディネーターを支援する「スーパーバイザー」を配置し重層的支援体制を構築

主な活動

○ 支援者を支える仕組みが整い、「支援者が孤立しない環境」を確保

○ 関係機関の間における情報共有や連携の促進

○ 職種を超えた協働の促進

○ 現在活躍しているスーパーバイザーの「後進」にあたる人材の育成

○ スーパーバイザーの属人的な知見や経験、人脈に依存した体制からの脱却

○ 圏域間の格差を解消するための交流機会等の創出

○ 事例対応について、地域のコーディネーターと「協働」する仕組みから「バッ
クアップ」へ特化した仕組みへの移行

○ 学校卒業後の「居場所」が慢性的に不足。実態の把握や就労支援分野への
医療的ケアに係る啓発等を通じて解消を目指す

○ 「医療的ケア児支援人材育成研修」や「看護研修」等を通じた人材育成

○ 圏域や全県の連携推進会議、支援者相互交流研修等の開催による連携強化

○ アウトリーチによる助言、指導をはじめとした支援者の後方支援充実 等

■各圏域のコーディネーターのバックアップ

• 個別事例への対応に関して助言

• 国の動向や各種制度等について情報提供
 制度の変更点等をわかりやすく整理・共有（実際に共有された資料の一例として別紙１）

■各圏域の関係者等のコーディネート

• 圏域内で支援者同士を紹介して連携を促進

■圏域間の情報共有の促進

• 県内の取組のうち好事例にあたるものを圏域を超えて紹介、共有

■協議の場への参加

• 県の「協議の場」に出席し、県内の医療的ケア児の状況やその支援の実態を情報共有

• 支援施策の立案に向けて日頃の支援活動を踏まえた意見を発信

■その他

• 災害対策の一環として市町村による個別避難計画策定の支援を実施

例）計画策定に向けた作業ステップを解説する「フローチャート」の作成・配布

活動の成果

活動に係る課題

自治体における今後の施策展開方針

■人材育成

• 様々な対象者に向けて人材育成研修を実施（「参考③」を参照）

 医療的ケア児等支援者ブラッシュアップ研修
（対象：医療的ケア児等の直接支援にあたる支援者（医療的ケア児等コーディネーターを

含む））

 医療的ケア児等コーディネーター連絡会
（対象：医療的ケア児等コーディネーター）

 救急シミュレーション研修会
（対象：通所事業所、学校等で医療的ケア児支援にあたる支援者、教職員等）

※本資料は、令和３年10月に実施したヒアリング調査結果等に基づいて作成しています9



長野県
（参考①）長野県の医療的ケア児支援体制

（長野県医療的ケア児等支援連携推進会議資料より「支援体制の現状と人材育成・連携」）

県立こども病院が中心になってNICU長期入院児の退院・地域移行支援と地域の多職種連携構築を目指したことから始まった。県立こども病院と地
域の連携促進から、地域に求められる多様な職種の支援者を育てる活動が生まれ、相互の連携促進から圏域ごとのコーディネータチームの構築へと
進んだ。平成28年の児童福祉法改正を機に、信州大学小児科との連携がうまれ、平成30年度圏域のコーディネーターの後方支援を担うスーパーバ
イザーと全県の連携推進会議を設置。個々の児の支援＜圏域の課題解決＜全県での取り組みというタテ・ヨコに重層的な体制をつくっている。
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横の連携＝多職種連携や協議だけでは解決できないことは後方支援で

それぞれのケースの
支援チーム

医療的ケア児等コーディネー
ター研修修了者を中心に

支援チームをつくる

圏域の支援体制＝
地域づくりの中心と
なる多職種チーム

全県の連携支援体
制のハブ・後方支援

スーパーバイザー

＝今後は医ケア児等支援センター

圏域医療的ケア児等
コーディネーター

圏域医療的ケア児等
コーディネーター

長野県

ミクロ（個別支援）
：支援会議

メゾ（地域＝圏域）：
自立支援協議会や
圏域連携推進会議

マクロ（県）：
庁内連携会議

県の連携推進会議

【協議・連携の場】【多職種連携チームと重層的後方支援体制】

（参考②）医療的ケア児等支援スーパーバイザーと各圏域の医療的ケア児等
コーディネーターの機能分化とそれぞれの協議の場について（県ご提供資料）
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医療的ケア児等支援スーパーバイザーによる人材育成、指導・助言
■人材育成：育てる（「今」「ここで」求められる知見と技術の提供）
・医療的ケア児等の直接支援にあたる支援者向けに研修を実施

➤ 令和3年度 医療的ケア児等支援者ブラッシュアップ研修 65名受講

➤ 通所事業所、学校等で医療的ケア児支援にあたる支援者、教職員を対象に
救急シミュレーション研修会を実施
講師：圏域の看護リーダー ６か所で実施 約75名参加

胃瘻からの半固形食短時間摂取法 長野県立こども病院
小児外科 高見澤 滋 先生気管切開・喉頭気管分離についての基本的な知識

医療的ケア児の口腔ケア 松本歯科大学 小笠原 正 先生
訪問歯科診療について 長野県歯科医師会
抗てんかん薬について

長野県薬剤師会
（信州大学病院、県立こども病院の

薬剤師も協力）

在宅TPN患者のサポートについて
新しい神経系の薬について
薬剤師の訪問支援について

長野県
（参考③）県ご提供資料
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